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○１１月 6日～ 

 

先週は日銀が長期金利の上限が事実上１％を超えることを容認するという政策変更を表明しまし

た。７月の政策変更から数ヶ月でさらなる変更となりました。 

日本の長期金利はずっと１％以下だったので、これで金融正常化に一歩近づいたのですが金融緩

和は維持するという複雑な状況です。 

日銀がＹＣＣ（イールドカーブ・コントロール）を再修正して、大規模な国債買い入れと機動的なオペ

で金利操作を行う方式に変更したことで、長期金利はじわじわと今後も上がっていく可能性があり

ます。 

しかし、２％を超えるような動きになっていくとは考えにくく、マーケットへの影響も今のところは

限定的です。 

為替相場は少し円高に反応していますが円安トレンドに変化はありません。 

他の先進国に比べると日本の金融政策の変更はスピードも遅く、海外の金融引き締め策と比べる

と大きな差があります。 

米国の長期金利が５％となってきているため日本も無理矢理長期金利を１％に抑え込むと債券市

場の歪みが大きくなるという弊害もあるのだと思います。 

そして、先週の米国のＦＯＭＣは予想通り、金利据え置きとなりました。 

日米の金融政策の会合を終えて、１１月に入ってからの為替相場はやや円高の動きですがトレンド

が転換するほど円高の動きになるのかどうかはまだわかりません。 

ドル高の流れには変化が出て、ドルに対して欧州通貨やオセアニア通貨も先週後半は大きく上昇し

ています。このドル安の流れが続くかどうかも見ていきたいと思います。 

そして、イベント通過で売られ過ぎていた株価は大きく上昇し、米国株も日本株も急騰しています。 

ただし、ここから冷静になってくると方向感のない動きになる可能性もあります。 

 

 

● テクニカルで見た重要ポイントは？ 

 

＜ドル／円＞ 

 

先週のドル／円は１５１．７円あたりの高値をつけた後は下げています。 

昨年の高値の１５１．９円にほとんど近いレートまでいきました。 

このあたりで天井となるのかまだわかりません。 

まずは、下値を確認してからトレンドが継続するかどうかを見ていきたいです。 

先週は１４９円台前半でマーケットが終わってます。 



 

 

１４８円台後半で１０月は何度か安値をつけているため１４８．７―１４８．８円円あたりで下げ止まる

かどうかがポイントです。 

ここを下回ると次は１４８．２円程度が下値のメドとなります。 

その下は、１４７．３円あたりの１０月の安値あたりのサポートが意識されます。 

とりあえず、１４７円台、１４８円台を維持できれば円安トレンドは継続となります。 

上値は、１５０円あたりの抵抗を超えてくると再び１５１円台が視野に入ってきますが高値買いは避

けたいので、１５０円超での取引には十分注意したいです。 

 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

クロス円は上昇してきているペアが多いです。 

株価との連動が見られるため株価が高値更新の動きとなればリスクオンの流れが続きそうです。 

オセアニア通貨も大きく上昇しているので、週足での高値更新の動きが出るかも注目です。 

週足で高値更新していけば中期的にも上昇が続く可能性が出てくるので、売り戦略の方は見直し

になります。 

ランドも８円を超えて、７月高値を超えてきました。 

下がってくることがあれば押し目買いを考えたいです。 

 

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

 

＜今週のファンダメンタル？＞ 

 

日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、９月貿易収支、１０月景気ウオッチャー調査などがあり

ます。 

米国では９月貿易収支、前週分新規失業保険申請件数、パウエル・ＦＲＢ議長発言、１１月ミシガン大

学消費者信頼感指数、１０月月次財政収支などが発表されます。 

欧州ではユーロ圏とドイツで１０月サービス業ＰＭＩ（改定値）、ドイツで９月製造業新規受注、９月鉱

工業生産、１０月消費者物価指数、ユーロ圏で９月卸売物価指数、９月小売売上高、ラガルド・ＥＣＢ

総裁発言などがあります。 

ほかにはオーストラリアで政策金利の発表、英国で７－９月期ＧＤＰ、９月ＧＤＰなどがあります。 


